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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜連絡事項＞

· 6月17日、14時から15時まで、特別講習「NPO法人のアイキャンの取り組み」があるので参加してください。法人研修となります。その日、南病棟の玄関からの出入りが多くなる可能性がある為、南病棟Ａユニットの患者様は東病棟を通りレストランへ移動することになります。その際は患者様とのトラブルにならいよう注意して下さい。

· 治療プログラムのレクリエーションですが、次の日の希望を患者様に聞く事になっていますが聞かれていない事があります。確認を忘れずに実施してください。

· 歯科受診（検診）を本人とご家族へ希望を確認しています。各勤務帯にて確認しチェック表に記載して下さい。東海林康之様、吉田光良様確認が取れ医事室に予約しています。

＜患者様の連絡事項＞

・吹越　里美様～胸部、腹部に発赤疹あり皮膚科診察しています。急性湿疹にてデルモゾールＧ軟膏1日1回の指示でています。患者様の特徴として、気になると症状を訴えて来られたりと不調となる方、心気的である為、軟膏の処置にて治療している事、皮膚の状態をみて軽減されている場合はその状況を伝えて安心して頂きましょう。

・横山　大輝様～6月16日12：00第二診察室にて御家族面談予定です。（現在の病状を知りたいと御家族希望）

　　　　　　　　眼鏡届き、本人へ渡しています。

　　　　　　　　

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス＞

・安達　貴浩様～終日隔離中です。臥床されている事多く衝動性はみられなくなってきています。表面的には反省していると話していますが、「自分が6ケ月もいてがまん出来なかった。どうでもよくなってガラスを壊したくなった。一回やめようと思ったが、止められなかった。」と感情コントロール出来なかった事を話されています。なぜそうなったかなど深くは考えられていない状況です。感情のまま自分の要求が通らないと衝動行為、器物破損と自制出来ていない事指摘し、自分の行動を振り返るよう伝え、振り返りする時間を作っていきましょう。

　　　　　　　　1週間の状態を院長へ報告していきます。

・伊藤　義彦様～気分の落ち込み、活動性の低下、意欲低下がみられている。精神症状のひとつであり、増薬として服薬調整していきます。状態変化があるか、日課の取り組み状況など確認して下さい。

　　　　　　　　作業療法は気死念慮強く病棟移動となり欠席し経過見ていましたが、本日より再開としています。気分が上がらないと話され、本日は不参加となっています。

　　　　　　　　本人のペースに合わせ、作業療法の参加状況をみて治療プログラム再開していきます。スタッフへ気分落ち込み等を訴える事が少ない方ですので、表情の変化、スタッフ介入時の反応等をみて作業療法へ参加出来た際は評価し、気持ちの変化があったのかなど確認していきましょう。

・荒屋敷　チエ様～御家族と面談して南病棟へ療養環境変更していく事説明し了解を得ています。認知症「アルツハイマー型」と病名変更していきます。

　　　　　　　　入院形態を医療保護入院へと変更する為御家族に確認をとっていく予定です。

　　　　　　　　その後南病棟Ａユニットへ転出していきます。

・佐々木　尚子様～6月の採血の結果、白血球の数値低下あり副作用もが考えられ6月9日よりセロクエル中止としましたが、その後下肢のムズムズ感やソワソワ感を訴えし作業療法等も集中出来ずにしました。服薬調整としていましたが、改善せず6月13日再度服薬調整とし、アキネトン１Ａ筋肉注射施行しています。その後、アカシア症状はみられなくなり体調も良くなったと本人話されています。

　　　　　　　　　主食摂取が十分ではなく、体重増加や血圧低値となっている状態である為、食事が摂取出来る様関わっていきましょう。

食事の際は茶碗の半分だけよそい食べていないのに「食べました」とスタッフに見せている事がありますので注意して下さい。

・能登　憲次様～膝の痛みがあり作業療法中止となっています。治療プログラムへは本人のペースに合わせ参加させるようにと指示あります。

　　　　　　　　気分状態の方は安定してきており、今月いっぱいの退院を考えて良いとの事です。

・林　円様～自分の匂いが気になるなどの症状が軽減しており6月下旬を目処に退院可能との事です。御家族に確認しよければ退院としていきます。6月16日・17日外泊となります。ご家族へ時間の確認をしていきます。外泊時は外泊状況を確認していきましょう。

・北山　幸博様～作業療法は出来ていますが、治療プログラムを休む傾向にあります。活動性が

低下、精神症状として出ています。活動性が高まるよう服薬調整しています。

・畑中　成夫～退院できるかと本人から訴えがありました。措置入院についてや治療の必要性など話をするとそれ以上の要求はありませんでした。焦った様子はありませんが同様に訴えて来られる可能性もあります。少しの刺激に病状不安定となる方ですので注意していきましょう。

・横山　大輝様～疎通性良好で幻聴、被害妄想などの症状はみられなくなっており、いぜんより冷静に受け止め考えられるようになったと話しています。病識も少しずつ備わり始めている為、疾病教育などしていき退院にむけ外出泊など実施していく方針です。療養環境変更し西病棟Ｂユニットへ転出を検討していきます。

・中森　みや子様～幻聴については症状として軽減してきており、他者への粗暴行為、叫ぶ事はみられていない。易怒性軽減している為南病棟へ療養環境変更を検討していきます。













